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明けましておめでとうございます。会員の皆様をはじめ、地域の皆様方には穏やかな  

新年を迎えられ、それぞれ今年の目標に向かって新たな決意をなされたかと思います。 

金目エコも今年の 6 月で発足して 17 年目を迎え、この間、皆様方のご理解とご協力

により大きく発展できました。その証としてコロナ禍で規制緩和されつつ中、昨年は 5 大

事業の主催や共催を実施しました。また各グループでのイベントも開催し、互いに協力し

てきました。特に「 2023 日本エコミュージアム 全国大会 in 金目 」が 11月 12 日

に金目公民館で開催されて金目エコが全国のエコミュージアム研究者やエコ関係団体に

知られるようになりました。 

今年（2024年）は甲辰（きのえたつ）の年。「勢いがよく活気溢れる年、また上昇の勢いがあり成長して

いく年」と言われています。我々金目エコ会員一同も、これまで皆さんと共に積み重ねてきた努力が大きな

成果となってあらわれ、昨年以上の成長の年にしたいと、頑張っていきます。地域の皆様方の更なるご理解、

ご協力を宜しくお願い致します。 

 

 
  

日本のエコミュージアム研究者、実践団体等の集まりである日本エコミュージ

アム研究会の今年度の大会が 11月 12 日(日)金目で開催されました。この大会は

毎年全国で開催され、昨年は萩市で開催されました。今回は、会員から見学訪問の

希望の出ている地域の中から、「全国的にも希有な活動例として地域博物館との連

携に成功している金目エコミュージアムでの活動から市民活動と地域博物館の連

携を学ぶ」という趣旨で金目エコミュージアムが選ばれたものです。 
会場となった金目公民館には、全国からエコミュージア

ム関係者が集まり、広島大学、千葉大学、法政大学、金沢大学などの研究者のほ

か、東久留米市、三鷹市などの関係者、更に東海大学の博物館学受講生、金目エ

コの会員も参加し、総勢 66名でした。 

研究会のテーマは「エコミュージアムと地域博物館について―市民・公民館発

のエコミュージアムと地域博物館との協働事例から―」です。初めに東海大学の

江水氏の「金目エコミュージアム活動が人々にもたらすもの」の報告があり、続いて

金目エコの米村会長から「金目エコミュージアムの活動」について、さらに平塚市博物館学芸員の早田氏か

ら「市立博物館との連携」についての報告があり、その後活発な意見交換が行われました。 

続いて、金目地域をガイドしました。今回は金目の南方コースを案内し、東海大学博物館学の一環で学生

も参加し、総勢 40 名となりました。「明治の文化村金目」をリードし明治の自由

民権運動や教育・福祉に活躍された宮田寅治らが眠る共同墓地、秦野高校などの

前身となった三郡共立学校が置かれた宗信寺、キリスト教会、金目川の歴史と自

然、金目観音光明寺などを案内。肌寒い中ではありましたが、参加者はメモを取

ったり、質問するなど大変熱心な様子でした。 

今回の大会は天候も心配されましたが、盛況のう

ちに終了し、金目エコミュージアムの活動を全国に大

いに PR できたとともに、金目エコとしても地域に根

ざしたエコミュージアム活動の大切さと博物館との連携のあり方などいろいろ

学ぶ点もあり、大きな収穫となりました。（金目ガイド G 窪田一夫） 
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11 月 5 日（日）金目親水公園にて第 15回金目収穫祭（主催＝金目エコミュージアム 共催＝金目地区   

自治会連絡協議会 協賛＝金目商店会）が開催されました。 

当会場は、第 13回（令和元年 11月 4 日）以来 2 度目の開催です。ここは平成 12年に開設され、「ホ

タルの里」として有名で、住民の憩いの場所であり、昆虫や植物など様々な生物を観察できる公園です。（平

塚市 地元密着！！地域情報局→「悠久と癒しの郷 金目」→親水公園ホタル保存会参照） 

当日は朝から曇り空、昼頃は一時的に夏日を思わせる天気でしたが、一日を通して暑くも寒くもなく心地

よい風が吹き、過ごしやすい一日でした。 

朝 10 時に金目エコ米村会長の開会の挨拶に始まり、来賓を代表して今井副市長と平塚市議会坂間議長か

ら祝辞を頂きました。 

午前の部では、詩吟、バトントワリング、ダンス、柔道の演武、昼の部では、祭り太鼓の共演、午後の部

では、フラダンス、コーラス、抽選会、今回特別参加として 7 人バンドによる 60～70 年代オールディー

ズヒット曲。 

会場内では模擬店（焼き鳥、石焼芋、豚汁、野菜、果物、わたあめ、柿等々）、フリーマーケット、よろ

ず相談による健康テスト、エコの展示等楽しみが一杯。約 800人の方がご来場されました。 

午後 3 時 三木収穫祭実行委員長の御礼挨拶で無事終了。 

イベントご出演の皆様、ご来場の皆様ありがとうございました。エコの皆様お疲れ様でした。 

また、今回の収穫祭を開催するに当たり、下記協賛団体様からご支援・ご協力をいただきました。 

この場をお借りして御礼申し上げます。ありがとうございました。（広報委員 片倉徳広） 

 

 

第 15 回金目収穫祭開催！ 

金目商店会 ヘアークラフト 露木歯科医院

南金目８７８ 南金目１０８８

５８－００６２ ５８－００５０

武川医院 森田動物医院 小澤石材店

広川８４８－４ 広川７０６－６ 南金目４０７

５９－１５１４ ５８－９１１２ ５８－０１０３

中栄信用金庫金目支店 社会福祉法人湘光会 有限会社五領ヶ台ガーデン

特別養護老人ホームあしたば
真田２－７－２１

５８－７２１１ ６３－３７４３ ５８－４１８７

有限会社越地書店 食品ストアーひらい 有限会社尾張屋

南金目８２０ 片岡３５４－３ 南金目９１２

５８－００１６ ５８－０７９８ ５８－００３２

有限会社山口屋 プーピーパン JA湘南金目支店

南金目８９１ 広川６１６－７ 北金目２－３７－１０

５８－０１０８ ５９－４７６７ ５８－６１１１

ローソン広川店 株式会社フリーデン 株式会社山陽瓦斯

広川３１５－１　 南金目２２７ 北金目３－３７－２０

５９－６０６２ ５８－０１２３ ５８－０２４６

金目地区社会福祉協議会

協賛団体一覧

 会長　森口明男

会長　鈴木　豊

片岡３４－１ 南金目５２１
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収 穫 祭 の 様 子 
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毎年 11 月 23 日は金目公民館と金目エコミュージアム共催の「どんぐり工

作」が開催されています。コロナウイルス感染症が始まった、2020年の 11月

23 日そして 2021 年も中止せず開催しました。ただ昨年は広い空間のみずほ小

学校体育館をお借りして行いました。 

今年は金目公民館の集会室に戻り、みずほ小と金目小の子どもたち４２名、保

護者の方２２名、公民館運営委員さん６名、そしてスタッフ（金目エコ会員）２

０名が参加し、「どんぐり」について学んだあと「楽しいどんぐり工作」になり

ました。工作の正味時間６０分はあっという間に過ぎ、世界でたった一つの「どんぐり作品」が仕上がり、

子どもたちにとって素晴らしい思い出の日になりました。 

金目公民館と金目エコミュージアム共催の催し物は、これからもたくさんあります。またお会いしましょ

う。（自然学級G 遠藤知克） 

  

 

11 月 11 日（土）9時より金目ふれあい広場にて金目エコ主催の朝市を

開催いたしました。 

朝市の開催は、年 2 回の夏・秋の開催が常態化することが可能となりまし

た。本年は、夏場の厳しい暑さと秋になっても高温が継続する等、野菜の栽

培には、恵まれない環境下であったが、金目エコ野菜塾・柿塾より収穫物と

して（里芋・さつま芋・柿）を販売することが出来ました。又、地域の栽培

者より（ほうれん草・チンゲン菜・ハヤトウリ・カブ・白菜・ニンニクの芽・

ゆず・ささげ等）の出品があり来客の皆さんから好評のうち販売に至りました。定期的に朝市を開催するこ

とにより、毎回来場されるお客様もみられ、近隣の方への認知度が高くなったと考えられます。今後とも地

域の皆さんとの交流の場として、朝市の充実を図って行きたいと思います。（農・食文化 G 橋本進） 

 

 

 

11 月 22 日秋晴れの午後、金目エコミュージアム農・食文化グループ・柿塾は神

奈川県立子ども自立生活支援センター（愛称 きらり）の子どもたち約 60 人を千須

谷の柿園に招待して一緒に「柿狩り」をしました。2 歳児から中学生まで 4 班に分か

れて、小さい子たちは大人（塾生たちが好々爺ぶりを発揮）に捥（も）いでもらい、

大きい子たちは大きくて赤い柿を自分で選びながら、大興奮で約 300個ほど捥（も）

ぎました。子どもたちだけでなく、柿塾生にとっても楽しい交流のひとときでした。 

（広報委員 國近素子） 
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秋山博頌徳祭         3月 20 日（水＝春分の日）    10:00～11:00  寂静寺  

秋山博資料展・村井弦斎資料展 3月 17 日（日）～20 日（水）   10:00～16:00 金目公民館 
                          （変更がある場合は地域情報局でお知らせします） 

イベント開催予定  

ドングリ工作の開催 

ふれあい朝市の開催 

きらりの子どもたちと柿狩り 

【写真で見る金目エコの活動状況】 

広川・片岡・千須谷地区 

（広川自治会館敷地内バス停横） 

真田・北金目地区 

（塚越古墳公園内北東交差点角） 
北金目ふれあいサロン 

（R5.10.23） 

) 

 

サテライト案内板の設置(R5.11.30) 

 


